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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月17日(2014.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
創傷を処置するための組成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キト
サンの有効量を含み、ここで、該組成物は、被験体に投与されて、該創傷と接触させられ
ることを特徴とし、そして、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２０９】

のキトサンを含み、ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２１０】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項２】
前記組成物が、前記創傷の治癒にかかる時間を短縮するか、または前記創傷の治癒率を上
昇させる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記組成物が、創傷または該創傷の治癒に関連する炎症を減少させる、請求項１に記載の
組成物。
【請求項４】
前記組成物が、瘢痕の大きさまたは程度を減少させる、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記被験体または前記創傷が、感染していない、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記被験体が、慢性疾患を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記慢性疾患が、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）（例えば、クローン病）、糖尿病（例えば、１
型または２型真性糖尿病）、慢性腎疾患（ＣＫＤ）、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、甲
状腺機能低下症、多発性硬化症、関節リウマチ、肝性脳症、腹膜炎、歯根膜炎、副鼻腔炎
、鼻炎、敗血症および全身性エリテマトーデスからなる群より選択される、請求項６に記
載の組成物。
【請求項８】
前記被験体が、がん治療によって処置されたか、または処置されている、請求項１に記載
の組成物。
【請求項９】
前記組成物が、前記がん治療の前に前記被験体に投与される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
前記被験体が、免疫抑制療法によって処置されたか、または処置されている、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１１】
前記組成物が、前記免疫抑制療法の前に前記被験体に投与される、請求項１０に記載の組
成物。
【請求項１２】
前記創傷が、慢性創傷である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記創傷が、表皮、真皮または皮下組織に存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
前記創傷が、粘膜に存在する、請求項１に記載の組成物。
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【請求項１５】
前記創傷が、眼に存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
前記創傷が、静脈性潰瘍、糖尿病性潰瘍、角膜潰瘍、口腔潰瘍、消化性潰瘍または圧迫潰
瘍である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
前記組成物が、前記被験体に創傷が生じた後、約５分未満で該被験体に投与される、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１８】
前記創傷の治癒にかかる時間が、前記組成物と接触していない創傷の治癒にかかる時間と
比べて少なくとも約１０％短縮される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
前記創傷の治癒率が、前記組成物と接触していない創傷の治癒率と比べて少なくとも約１
倍上昇する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
前記組成物が、前記被験体に第２の創傷治療と組み合わせて投与されることを特徴とする
、請求項１に記載の組成物。
【請求項２１】
前記第２の創傷治療が、抗生物質または抗菌薬の使用、ステロイド性または非ステロイド
性抗炎症薬、デブリドマン、洗浄、陰圧創傷療法、加温、酸素付加、湿潤創傷治癒、機械
的ストレスを取り除くこと、および治癒因子を分泌するかまたは治癒因子のレベルを高め
る細胞を加えることからなる群より選択される、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
前記第２の創傷治療が、陰圧創傷療法を含む、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２３】
前記組成物が、局所的または経口的に投与される、請求項１に記載の組成物。
【請求項２４】
前記可溶性キトサンまたは前記誘導体化キトサンが、約ｐＨ６．８～約ｐＨ７．４の水性
溶液に可溶性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２５】
前記可溶性キトサンまたは前記誘導体化キトサンが、約ｐＨ３～約ｐＨ９の水性溶液に可
溶性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
前記可溶性キトサンが、誘導体化されていない、請求項１に記載の組成物。
【請求項２７】
前記誘導体化キトサンが、以下の式（Ｉ）を含み、ここで、数または重量で少なくとも９
０％のＲ１部分が、式（Ｉ）において定義されたとおりであり：
【化２１１】

ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチル、および：
　ａ）式（ＩＩ）の基であって：
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【化２１２】

ここで、Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖である、式（ＩＩ）の基；または
　ｂ）結合している窒素と一体となるとき、グアニジン部分を形成するＲ１；
から独立して選択され、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であるか、ま
たは結合している窒素と一体となって、グアニジン部分を形成する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項２８】
２５～９５％のＲ１置換基が、水素である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２９】
１～５０％のＲ１置換基が、アセチルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３０】
２～５０％のＲ１置換基が、式（ＩＩ）の基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３１】
５５～９０％のＲ１置換基が、水素であり、４～２０％のＲ１置換基が、アセチルであり
、４～３０％のＲ１置換基が、式（ＩＩ）の基である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３２】
Ｒ２が、アミノであり、ならびにＲ３が、アルギニン側鎖である、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３３】
Ｒ１が、以下：
【化２１３】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３４】
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３がリジン側鎖である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３５】
Ｒ１が、以下：
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【化２１４】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３６】
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３がヒスチジン側鎖である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３７】
Ｒ１が、以下：

【化２１５】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３８】
少なくとも１％のＲ１置換基が、以下：
【化２１６】

のうちの１つから選択され、かつ少なくとも１％のＲ１置換基が、以下：

【化２１７】

から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３９】
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３が置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の
組成物。
【請求項４０】



(6) JP 2013-523827 A5 2014.4.3

Ｒ３が、アミノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４１】
Ｒ１が、以下：
【化２１８】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４２】
Ｒ３が、グアニジノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項４３】
Ｒ１が、以下：

【化２１９】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４４】
Ｒ２が、キトサン上での置換の前に窒素保護基で置換され、かつキトサン上での置換の後
に除去されるアミノである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４５】
前記窒素保護基が、ｔｅｒｔ－ブチルオキシカルボニル（Ｂｏｃ）である、請求項１に記
載の組成物。
【請求項４６】
合成プロセスにおいて、Ｂｏｃなどの窒素保護基を有する中間体ポリマーを提供し得る窒
素保護基が使用される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４７】
Ｒ２がアミノである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４８】
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３がアミノである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４９】
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３がグアニジノである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５０】
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３が置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項５１】
Ｒ３が、アミノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５２】
Ｒ１が、以下：
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【化２２０】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５３】
Ｒ３が、グアニジノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項５４】
Ｒ１が、以下：

【化２２１】

のうちの１つから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５５】
少なくとも２５％のＲ１置換基が、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基が、アセチル
であり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基が、上で明確に示された式のいずれかから
独立して選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５６】
式（Ｉ）の誘導体化キトサンが、遊離ヒドロキシル部分上でさらに誘導体化される、請求
項１に記載の組成物。
【請求項５７】
前記誘導体化キトサンの分子量が、５，０００～１，０００，０００Ｄａである、請求項
１に記載の組成物。
【請求項５８】
前記誘導体化キトサンの分子量が、１５，０００～２５，０００Ｄａである、請求項１に
記載の組成物。
【請求項５９】
前記キトサンの５％～５０％が、誘導体化されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項６０】
前記キトサンの２０％～３０％が、誘導体化されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項６１】
前記誘導体化キトサンの脱アセチル化度（％ＤＤＡ）が、７５％～９５％である、請求項
１に記載の組成物。
【請求項６２】
前記誘導体化キトサンの脱アセチル化度（％ＤＤＡ）が、８０％～９０％である、請求項
１に記載の組成物。
【請求項６３】
前記誘導体化キトサンの多分散指数（ＰＤＩ）が、１．０～２．５である、請求項１に記
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載の組成物。
【請求項６４】
前記誘導体化キトサンの多分散指数（ＰＤＩ）が、１．２～１．８である、請求項１に記
載の組成物。
【請求項６５】
前記誘導体化キトサンが、他の不純物を実質的に含まない、請求項１に記載の組成物。
【請求項６６】
粘膜炎もしくは潰瘍、または粘膜炎もしくは潰瘍の症状を処置するための組成物であって
、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該誘導
体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２２２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２２３】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項６７】
慢性疾患の症状を処置するための組成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘
導体化キトサンを含む有効量を含み、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２２４】

のキトサンを含み、
ここで：
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ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２２５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項６８】
被験体における創傷を処置するための組成物であって、ここで、該創傷は、急性または慢
性感染の結果であり、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含
み、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２２６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２２７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項６９】
被験体における創傷を処置するための組成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまた
は誘導体化キトサンおよび第２の薬剤の有効量を含み、ここで、該誘導体化キトサンは、
以下の式（Ｉ）：
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【化２２８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２２９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７０】
がん治療によってがんが処置されたか、または処置されている被験体を処置するための組
成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、こ
こで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２３０】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２３１】
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から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７１】
慢性疾患、または慢性疾患の症状を有する被験体を処置するための組成物であって、該組
成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該誘導体化キ
トサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２３２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２３３】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７２】
化学的、生物学的もしくは放射線学的な損傷を受けたか、または兵器剤による影響を受け
たかもしくは影響を受けている被験体を処置するための組成物であって、該組成物は、可
溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該誘導体化キトサンは、
以下の式（Ｉ）：
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【化２３４】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２３５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７３】
被験体における創傷を処置するための創傷被覆材であって、該創傷被覆材は、可溶性キト
サンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式
（Ｉ）：

【化２３６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２３７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
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ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
創傷被覆材。
【請求項７４】
外科手技を受けているかまたは外科手技を受けた被験体を処置するための組成物であって
、該組成物は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該誘導
体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２３８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２３９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、組成
物。
【請求項７５】
被験体における炎症を処置するための組成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまた
は誘導体化キトサンの有効量を含み、ここで、該炎症は、細菌感染に関連する炎症ではな
く、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
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【化２４０】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２４１】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７６】
被験体における創傷を処置するための組成物であって、該組成物は、可溶性キトサンまた
は誘導体化キトサンの有効量を含み、該組成物は、該創傷に陰圧を適用する場合に、該創
傷と接触させられることを特徴とし、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２４２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２４３】
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から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、
組成物。
【請求項７７】
ゲルまたは吸収性パッドを備える創傷被覆材であって、該ゲルまたは該吸収性パッドは、
創傷の表面上に有効量の可溶性キトサンもしくは誘導体化キトサンを保持するか、または
創傷への有効量の可溶性キトサンもしくは誘導体化キトサンの連続的な送達を提供し、こ
こで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２４４】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２４５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
ここで、該組成物は、該創傷の治癒にかかる時間を短縮するか、または該創傷の治癒率を
上昇させる、創傷被覆材。
【請求項７８】
創傷部位に適合する形状の生体適合性パッド；該パッドに着脱可能に接着された気密シー
ル；該パッドと流体的に連絡した陰圧源；および可溶性キトサンまたは誘導体化キトサン
を含む組成物を備える創傷被覆材であって、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（
Ｉ）：
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【化２４６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２４７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、創傷
被覆材。
【請求項７９】
吸気口を通じて被覆材に流体的に接続された真空ポンプを備える真空補助閉鎖ユニットを
備える医療用デバイスであって、ここで、該被覆材は、可溶性キトサンまたは誘導体化キ
トサンを含む組成物を含み、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２４８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２４９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、医療
用デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１６０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１６０１】
　いくつかの実施形態において、上記官能基化キトサンは、他の不純物を実質的に含まな
い。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
創傷を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む
有効量の組成物を被験体に投与する工程を包含し、ここで、該可溶性キトサンまたは該誘
導体化キトサンは、投与された場合に該創傷と接触し、ここで、該誘導体化キトサンは、
以下の式（Ｉ）：
【化２０９】

のキトサンを含み、ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２１０】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
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ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該創傷を処置する、方法。
（項目２）
前記組成物が、前記創傷の治癒にかかる時間を短縮するか、または前記創傷の治癒率を上
昇させる、項目１に記載の方法。
（項目３）
前記組成物が、創傷または該創傷の治癒に関連する炎症を減少させる、項目１に記載の方
法。
（項目４）
前記組成物が、瘢痕の大きさまたは程度を減少させる、項目１に記載の方法。
（項目５）
前記被験体または前記創傷が、感染していない、項目１に記載の方法。
（項目６）
前記被験体が、慢性疾患を有する、項目１に記載の方法。
（項目７）
前記慢性疾患が、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）（例えば、クローン病）、糖尿病（例えば、１
型または２型真性糖尿病）、慢性腎疾患（ＣＫＤ）、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、甲
状腺機能低下症、多発性硬化症、関節リウマチ、肝性脳症、腹膜炎、歯根膜炎、副鼻腔炎
、鼻炎、敗血症および全身性エリテマトーデスからなる群より選択される、項目６に記載
の方法。
（項目８）
前記被験体が、がん治療によって処置されたか、または処置されている、項目１に記載の
方法。
（項目９）
前記組成物が、前記がん治療の前に前記被験体に投与される、項目８に記載の方法。
（項目１０）
前記被験体が、免疫抑制療法によって処置されたか、または処置されている、項目１に記
載の方法。
（項目１１）
前記組成物が、前記免疫抑制療法の前に前記被験体に投与される、項目１０に記載の方法
。
（項目１２）
前記創傷が、慢性創傷である、項目１に記載の方法。
（項目１３）
前記創傷が、表皮、真皮または皮下組織に存在する、項目１に記載の方法。
（項目１４）
前記創傷が、粘膜に存在する、項目１に記載の方法。
（項目１５）
前記創傷が、眼に存在する、項目１に記載の方法。
（項目１６）
前記創傷が、静脈性潰瘍、糖尿病性潰瘍、角膜潰瘍、口腔潰瘍、消化性潰瘍または圧迫潰
瘍である、項目１に記載の方法。
（項目１７）
前記組成物が、前記被験体に創傷が生じた後、約５分未満で該被験体に投与される、項目
１に記載の方法。
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（項目１８）
前記創傷の治癒にかかる時間が、前記組成物と接触していない創傷の治癒にかかる時間と
比べて少なくとも約１０％短縮される、項目１に記載の方法。
（項目１９）
前記創傷の治癒率が、前記組成物と接触していない創傷の治癒率と比べて少なくとも約１
倍上昇する、項目１に記載の方法。
（項目２０）
前記方法が、前記被験体に第２の創傷治療を施す工程をさらに包含する、項目１に記載の
方法。
（項目２１）
前記第２の創傷治療が、抗生物質または抗菌薬の使用、ステロイド性または非ステロイド
性抗炎症薬、デブリドマン、洗浄、陰圧創傷療法、加温、酸素付加、湿潤創傷治癒、機械
的ストレスを取り除くこと、および治癒因子を分泌するかまたは治癒因子のレベルを高め
る細胞を加えることからなる群より選択される、項目２０に記載の方法。
（項目２２）
前記第２の創傷治療が、陰圧創傷療法を含む、項目２０に記載の方法。
（項目２３）
前記組成物が、局所的または経口的に投与される、項目１に記載の方法。
（項目２４）
前記可溶性キトサンまたは前記誘導体化キトサンが、約ｐＨ６．８～約ｐＨ７．４の水性
溶液に可溶性である、項目１に記載の方法。
（項目２５）
前記可溶性キトサンまたは前記誘導体化キトサンが、約ｐＨ３～約ｐＨ９の水性溶液に可
溶性である、項目１に記載の方法。
（項目２６）
前記可溶性キトサンが、誘導体化されていない、項目１に記載の方法。
（項目２７）
前記誘導体化キトサンが、以下の式（Ｉ）を含み、ここで、数または重量で少なくとも９
０％のＲ１部分が、式（Ｉ）において定義されたとおりであり：
【化２１１】

ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチル、および：
　ａ）式（ＩＩ）の基であって：
【化２１２】
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ここで、Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖である、式（ＩＩ）の基；または
　ｂ）結合している窒素と一体となるとき、グアニジン部分を形成するＲ１；
から独立して選択され、ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくと
も１％のＲ１置換基は、アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（
ＩＩ）の基であるか、または結合している窒素と一体となって、グアニジン部分を形成す
る、項目１に記載の方法。
（項目２８）
２５～９５％のＲ１置換基が、水素である、項目１に記載の方法。
（項目２９）
１～５０％のＲ１置換基が、アセチルである、項目１に記載の方法。
（項目３０）
２～５０％のＲ１置換基が、式（ＩＩ）の基である、項目１に記載の方法。
（項目３１）
５５～９０％のＲ１置換基が、水素であり、４～２０％のＲ１置換基が、アセチルであり
、４～３０％のＲ１置換基が、式（ＩＩ）の基である、項目１に記載の方法。
（項目３２）
Ｒ２が、アミノであり、ならびにＲ３が、アルギニン側鎖である、項目１に記載の方法。
（項目３３）
Ｒ１が、以下：

【化２１３】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目３４）
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３がリジン側鎖である、項目１に記載の方法。
（項目３５）
Ｒ１が、以下：

【化２１４】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目３６）
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３がヒスチジン側鎖である、項目１に記載の方法。
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（項目３７）
Ｒ１が、以下：
【化２１５】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目３８）
少なくとも１％のＲ１置換基が、以下：

【化２１６】

のうちの１つから選択され、かつ少なくとも１％のＲ１置換基が、以下：
【化２１７】

から選択される、項目１に記載の方法。
（項目３９）
Ｒ２がアミノであり、ならびにＲ３が置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方
法。
（項目４０）
Ｒ３が、アミノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方法。
（項目４１）
Ｒ１が、以下：
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【化２１８】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目４２）
Ｒ３が、グアニジノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方法。
（項目４３）
Ｒ１が、以下：
【化２１９】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目４４）
Ｒ２が、キトサン上での置換の前に窒素保護基で置換され、かつキトサン上での置換の後
に除去されるアミノである、項目１に記載の方法。
（項目４５）
前記窒素保護基が、ｔｅｒｔ－ブチルオキシカルボニル（Ｂｏｃ）である、項目１に記載
の方法。
（項目４６）
合成プロセスにおいて、Ｂｏｃなどの窒素保護基を有する中間体ポリマーを提供し得る窒
素保護基が使用される、項目１に記載の方法。
（項目４７）
Ｒ２がアミノである、項目１に記載の方法。
（項目４８）
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３がアミノである、項目１に記載の方法。
（項目４９）
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３がグアニジノである、項目１に記載の方法。
（項目５０）
Ｒ２が水素であり、ならびにＲ３が置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方法
。
（項目５１）
Ｒ３が、アミノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方法。
（項目５２）
Ｒ１が、以下：
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【化２２０】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目５３）
Ｒ３が、グアニジノ基で置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目１に記載の方法。
（項目５４）
Ｒ１が、以下：

【化２２１】

のうちの１つから選択される、項目１に記載の方法。
（項目５５）
少なくとも２５％のＲ１置換基が、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基が、アセチル
であり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基が、上で明確に示された式のいずれかから
独立して選択される、項目１に記載の方法。
（項目５６）
式（Ｉ）の官能基化キトサンが、遊離ヒドロキシル部分上でさらに誘導体化される、項目
１に記載の方法。
（項目５７）
前記官能基化キトサンの分子量が、５，０００～１，０００，０００Ｄａである、項目１
に記載の方法。
（項目５８）
前記官能基化キトサンの分子量が、１５，０００～２５，０００Ｄａである、項目１に記
載の方法。
（項目５９）
前記キトサンの５％～５０％が、官能基化されている、項目１に記載の方法。
（項目６０）
前記キトサンの２０％～３０％が、官能基化されている、項目１に記載の方法。
（項目６１）
前記誘導体化キトサンの脱アセチル化度（％ＤＤＡ）が、７５％～９５％である、項目１
に記載の方法。
（項目６２）
前記誘導体化キトサンの脱アセチル化度（％ＤＤＡ）が、８０％～９０％である、項目１
に記載の方法。
（項目６３）
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前記誘導体化キトサンの多分散指数（ＰＤＩ）が、１．０～２．５である、項目１に記載
の方法。
（項目６４）
前記誘導体化キトサンの多分散指数（ＰＤＩ）が、１．２～１．８である、項目１に記載
の方法。
（項目６５）
前記官能基化キトサンが、他の不純物を実質的に含まない、項目１に記載の方法。
（項目６６）
粘膜炎もしくは潰瘍、または粘膜炎もしくは潰瘍の症状を処置する方法であって、該方法
は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工
程を包含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２２２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２２３】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、粘膜炎もしくは潰瘍、または粘膜炎もしくは潰瘍の症状を処置する、方
法。
（項目６７）
慢性疾患の症状を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化キト
サンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工程を包含し、ここで、該誘導体化キトサ
ンは、以下の式（Ｉ）：
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【化２２４】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２２５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該慢性疾患の症状を処置する、方法。
（項目６８）
被験体における創傷を処置する方法であって、ここで、該創傷は、急性または慢性感染の
結果であり、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を
被験体に投与する工程を包含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２２６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２２７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該創傷を処置する、方法。
（項目６９）
被験体における創傷を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化
キトサンおよび第２の薬剤を含む有効量の組成物を被験体に投与する工程を包含し、ここ
で、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２２８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２２９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該創傷を処置する、方法。
（項目７０）
がん治療によってがんが処置されたか、または処置されている被験体を処置する方法であ
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って、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を該被験
体に投与する工程を包含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２３０】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２３１】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該被験体を処置する、方法。
（項目７１）
慢性疾患、または慢性疾患の症状を有する被験体を処置する方法であって、該方法は、可
溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工程を包
含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２３２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２３３】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該被験体を処置する、方法。
（項目７２）
化学的、生物学的もしくは放射線学的な損傷を受けたか、または兵器剤による影響を受け
たかもしくは影響を受けている被験体を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサ
ンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工程を包含し、ここ
で、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２３４】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２３５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該被験体を処置する、方法。
（項目７３）
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被験体における創傷を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化
キトサンを含む有効量の組成物を含む創傷被覆材を該創傷に適用する工程を包含し、ここ
で、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２３６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２３７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該適用によって、該創傷を処置する、方法。
（項目７４）
外科手技を受けているかまたは外科手技を受けた被験体を処置する方法であって、該方法
は、可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工
程を包含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２３８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２３９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該被験体を処置する、方法。
（項目７５）
被験体における炎症を処置する方法であって、該方法は、可溶性キトサンまたは誘導体化
キトサンを含む有効量の組成物を被験体に投与する工程を包含し、ここで、該炎症は、細
菌感染に関連する炎症ではなく、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２４０】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２４１】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該投与によって、該被験体を処置する、方法。
（項目７６）
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被験体における創傷を処置する方法であって、該方法は、該創傷に陰圧を適用する工程；
および可溶性キトサンまたは誘導体化キトサンを含む有効量の組成物と該創傷とを接触さ
せる工程を包含し、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２４２】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２４３】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
該適用および該接触によって、該創傷を処置する、方法。
（項目７７）
ゲルまたは吸収性パッドを備える創傷被覆材であって、該ゲルまたは該吸収性パッドは、
創傷の表面上に有効量の可溶性キトサンもしくは誘導体化キトサンを保持するか、または
創傷への有効量の可溶性キトサンもしくは誘導体化キトサンの連続的な送達を提供し、こ
こで、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：

【化２４４】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
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【化２４５】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基であり、
ここで、該組成物は、該創傷の治癒にかかる時間を短縮するか、または該創傷の治癒率を
上昇させる、創傷被覆材。
（項目７８）
創傷部位に適合する形状の生体適合性パッド；該パッドに着脱可能に接着された気密シー
ル；該パッドと流体的に連絡した陰圧源；および可溶性キトサンまたは誘導体化キトサン
を含む組成物を備える創傷被覆材であって、ここで、該誘導体化キトサンは、以下の式（
Ｉ）：

【化２４６】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：
【化２４７】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、創傷
被覆材。
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（項目７９）
吸気口を通じて被覆材に流体的に接続された真空ポンプを備える真空補助閉鎖ユニットを
備える医療用デバイスであって、ここで、該被覆材は、可溶性キトサンまたは誘導体化キ
トサンを含む組成物を含み、該誘導体化キトサンは、以下の式（Ｉ）：
【化２４８】

のキトサンを含み、
ここで：
ｎは、２０～６０００の整数であり；
各Ｒ１は、各存在について、水素、アセチルおよび式（ＩＩ）の基：

【化２４９】

から独立して選択されるか、またはＲ１は、結合している窒素と一体となるとき、グアニ
ジン部分を形成し、
Ｒ２は、水素またはアミノであり；
Ｒ３は、アミノ、グアニジノ、アミノもしくはグアニジノ部分で置換されたＣ１～Ｃ６ア
ルキル、または天然もしくは非天然のアミノ酸側鎖であり、
ここで、少なくとも２５％のＲ１置換基は、Ｈであり、少なくとも１％のＲ１置換基は、
アセチルであり、ならびに少なくとも２％のＲ１置換基は、式（ＩＩ）の基である、医療
用デバイス。
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